
ＩＴ人材向け

デジタルビジネスモデル設計 基礎研修＆演習

「成果指向型インダストリアルＩｏＴサービスデザイン
～産業インフラの課題を解決するために､ヒト､モノ､データを結び付ける～」

平成29年度 栃木県IT産業人材育成事業

さまざまなモノやモノがインターネットを介してつながる「ＩｏＴ(Internet of Things)」。ＩｏＴ
は、私たちの生活やビジネスを大きく変えるポテンシャルを秘めています。

本コースでは、農業や観光といった産業、商業、公共、社会インフラに対するＩｏＴシステムの適用
に焦点を当てながら、想定する領域における課題（望ましい成果とその成果を阻む障害や制約）をプ
ロセスから発見し、その課題を解決するために、ヒト、モノ、データを適切に結び付けていくための
ＩｏＴサービスデザインのラフデザインを行っていきます。また、成果を定量的に把握することによ
り、ＩｏＴソリューション導入によるＲＯＩ算定に必要な要素までを明確にしていきます。

学習の進め方として、一方的なレクチャーだけではなく、様々な可視化ツールを活用することによっ
て、グループワークにおける参加者の議論を活性化するとともに、プレゼンテーションによる参加者
間の情報共有を図っていきます。

ビジネスイノベーションハブ株式会社 代表取締役

白井 和康 氏
講 師

県内企業に従事する顧客の業務課題を解決したいＩＴ技術者・営業担当者の方、現場部門
の課題解決を実現したい中間管理職の方、経営課題を解決したい
経営幹部の方 など

２０名 （先着順）

対 象 者

定 員

２０１８年 ２月２１日 （水） 10：00～17：00開催日/会場

株式会社システムソリューションセンターとちぎ

主 催 ： 栃木県 開 催 ：

「正しい課題を発見する」（午前の部）

① 成果指向型インダストリアルIoTサービスデザインの考え方（レクチャー）

② プロセスから望ましい成果を発見する（グループワーク）

③成果の実現を阻む課題を特定する（グループワーク）

「正しい解決策を発見する」（午後の部）

① 課題を解決するためにヒト、モノ、データを結び付ける（グループワーク）

② データを知性に変換する（グループワーク）

③ 投資対効果の基礎を構築する／ロードマップを策定する（レクチャー）

プログラム



「デジタルビジネスモデル設計基礎研修」申込書

会場案内図

交通案内

◇ＪＲ宝積寺駅から2km

車でお越しの際は、情報の森とちぎの県営駐車場（無
料）をご利用ください。

（注）路線バスの最寄の停留所はございません。

（徒歩30分/車 8分）

お申し込み方法

下記申込書に必要事項を記入の上、FAXまたは郵
送してください。また、メールによるお申し込
みも承ります。その場合は、下記メールアドレ
スへ必要事項を記入して送信してください。

受信後に受講票をお送りいたしますので、当日
は受講票をお持ちください。

送付・申込先

FAXの場合 028-680-2022
〒329-1233

栃木県塩谷郡高根沢町宝積寺
情報の森とちぎ

株式会社システム
ソリューションセンター
とちぎ

郵送の場合

メールの場合 info_seminar@ssct.co.jp
※件名は「デジタルビジネスモデル設計基礎研修」で
お願いします。

お申込み期限

2018年 2月20日(火)

企業名

所在地
（〒 ʷ ）

ＴＥＬ

ＦＡＸ

連絡先E-mail

部 署 名 お 名 前 代表者（連絡先）
※該当者に○を付けてください。

※原則として、1事業所につき2名まで申込むことが可能です。但し空き状況により受講可能となる場合がありますので、お問合せください。
※本申込書及びメールでのお申込みにてお預かりした個人情報は、当セミナーの事務作業及び当社からのご案内以外の目的には使用致しません。


